
年間授業計画【新様式】

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第３・４学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

美術Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

芸術

　芸術Ⅰの学習を基礎にしてさらに学習を深め、芸術の創造的な活動を通して、生活や社会の中の美術文化と深く関わる資質や、感性と美意識
を磨き個性豊かな芸術の能力を育成することを目指す。

水口　秀樹

芸術 美術Ⅱ 2

美術Ⅱ

「美術２」（光村図書）

表現活動を通した発想や構想と、鑑賞に関する資質・能力を総合的且つ効果的な育成を目指す。

主体的鑑賞や表現活動への取り組みにとどまらず、学んだことをこれからの人生や生活に生かそうとする態度や
生涯にわたり芸術を愛好する心情を育む。

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けること
で、「知識及び技法」を自分らしく使って何ができるか、どのように問題に対処できるかと、活用、応用できる
ようにする。

高等学校 令和８年度（3・4学年用）教科 芸術

4

〇 〇

【知識・技能】
アクリル絵具の特長を踏まえて、明色から暗
色への着色、中間色の作成と効果、レタリン
グの仕上げによる完成度を知る。
【思考・判断・表現】
既存のポスターなどを写真撮影するなどして
情報収集し、「蒼天祭」を外部に紹介する意
識的効果に見合うイメージの構築と配色表現
ができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
ポスターの創作に真摯に取り組んでいる。

〇 26

【知識・技能】
美術Ⅰの美術表現を振り返りながら、自らの
イメージや体験などの知識を基に創作するこ
とを理解する。
【思考・判断・表現】
美術の造形的な特長を感じ取り、自己体験・
価値観を意識し、歴史的造形作品の作者の意
図と創造的な表現の工夫などについて考え、
自己の見方や感じ方を深める。
【主体的に学習に取り組む態度】
美術Ⅱの主体的な授業に対する姿勢が、進路
活動をより具現化することを理解する。

〇 〇 〇

１
学
期

オリエンテーション 自己紹介
美術Ⅱ選択の理由
美術の進路に向けての在り方

〇

〇

画材探求‐応用①　ポスター
（モチーフ：文化祭）

文化祭ポスター作成の目的
デザインウオッチング
目的に沿ったアイディアスケッチ
画面の構図決め
4字体からのレタリングを選択
ボードに下描き(色鉛筆で配色)
配色計画に沿ったバックから着色
図案・レタリングの順に着色
相互講評会

○ ○

　美術を広く創造として捉えることで感性を高め、美的体験を通して個性豊かな表現と鑑賞能力を伸ばし、美術文化についての理解を深め、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育む。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・対象や事象を捉える造形的な視点について理解
を深めている。
・創造的な美術の表現をするために必要な技能を
身に付け、意図に応じて表現方法を創意工夫し、
表している。

造形的なよさや美しさ、表現の意図や創造的工
夫、美術の働きなどについて考えるとともに、主
題を生成し発想や構想を練ったり、美術や美術文
化に対する見方や感じ方を深めたりしている。

思 態

【学びに向かう力、人間性等】

美術や美術文化と豊かに関わり主体的に表現及び
鑑賞の創造活動に取り組もうとしている。

配
当
時
数

評価規準 知単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞



合
計

78

4

３
学
期

美術鑑賞‐まとめ 西洋美術、日本美術の歴史的作品
の時代背景による必然性から存立
価値を調べ学習

画材及び技法探求‐模写 名画の模写
(美術Ⅰ・Ⅱの教科書、図書館の画
集などから選出)

２
学
期

画材探求‐応用②　鉛筆デッサン
（モチーフ：自画像）

自画像デッサンの意義
手を含めて自画像のポーズ決め
顔面の比率と稜線での面分割
濃さのある鉛筆で全体の調子付け
硬さのある鉛筆でハッチングでの
描き込み
目・鼻・口・耳・指先の表情表現
髪の毛、瞳まで細部の強調と首か
らの胴体を含めて省略ぎみに全体
の調整

〇

画材探求‐応用③　アクリル画
（モチーフ：自画像）

キャンバスボードに素描の輪郭線
を面分割で転写
アクリル絵具の大まかな陰影に応
じた面分割による着彩
細部の表情を強調した面相筆によ
る描き込み
バック処理、制服の表現など、全
体の効果の仕上げ
相互講評会

〇

〇

【知識・技能】
鉛筆の扱い方、練り消しの効果など鉛筆デッ
サンのテクニックを習得できている。
【思考・判断・表現】
自己をモチーフにしてある意図に応じて表情
を生かした再現方法を創意工夫し、内面性ま
で表現することが目標であることが理解でき
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
素描表現の制作活動に主体的に取り組もうと
している。

〇 〇 〇 18

〇 8

〇

【知識・技能】
西洋美術、日本美術の美術史的社会背景まで
調査を重ね、理解を深めている。
【思考・判断・表現】
美術史的社会背景の必然から、選出した造形
作品をの意義と現代の今後までの影響を、具
体例で把握し説明ができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
美術や美術文化に豊かに関わり、美意識を育
んでいる実感をもちながら歴史的価値観の探
求に取り組む態度ができている。

18

〇

【知識・技能】
名画の描かれた時代背景、作者のプロフィー
ル、特徴的技法について調査を重ね、理解を
深めている。
【思考・判断・表現】
名画のよさや美しさを感じとりながら、画材
の創意工夫により模写としての造形表現がな
されている。
【主体的に学習に取り組む態度】
美術や美術文化に豊かに関わり、美意識を育
んでいる実感をもちながら名画造形に取り組
んでいる。

〇

〇

【知識・技能】
アクリル絵具の特性を生かしながら、筆使
い、塗り残しのタッチ、細部のハッチングな
どの着彩技法を身につけている。
【思考・判断・表現】
近代絵画の印象派を参考に、個性的な色使
い、自分なりのタッチを残すことでの個性的
な自己表現が重要であることが意識して制作
しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
個性的な自画像表現を他者と比較し、見方や
感じ方を深める鑑賞態度ができている。

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 ○


